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議 
 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
、
産
業
活
動
を
支
え
る
公
共
的
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
被
災
地
に
向
け

た
救
援
物
資
輸
送
の
担
い
手
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
使
命
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
若
年
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し
、
人
材
の
確
保
が
急
務
と

な
る
一
方
、
多
く
の
事
業
者
が
再
生
産
可
能
な
運
賃
収
受
が
で
き
ず
、
厳
し
い
事
業
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
か
ら
、
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
、
荷
主
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
長
時
間
労
働
抑
制
、
労
務
負
担
の
軽
減
と
と
も
に
生
産
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
、
高
速
道
路
の
利
用
は
、
輸
送
時
間
の
短
縮
及
び
定
時
性
の
確

保
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務
負
担
の
軽
減
、
一
般
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
削
減
や
環
境
改
善
に
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
政
府
の
重
要
政
策
で
あ
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」、「
サ
ー
ビ
ス
業
の

生
産
性
向
上
」
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
無
駄
を
な
く
し
た
効
率
的
な
輸
送
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

高
速
道
路
の
利
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
現
在
の
高
速
道
路
料
金
割
引
の
水
準
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
事
業
経
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、
軽
油

引
取
税
を
は
じ
め
多
く
の
自
動
車
関
係
諸
税
が
課
さ
れ
て
お
り
、
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
今
後
も
そ
の
重
要
な
使
命
を
果
た
し
、
国
民
生
活
の
向
上
や
産
業
経
済
の

発
展
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
当
面
す
る
喫
緊
の
諸
課
題
に
対
し
、
機
敏
に
対
応
し
、
実

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
た
め
、
本
日
、
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
及
び
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇

話
会
は
、
総
意
を
も
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
決
議
す
る
。 

  

一
、
高
速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
継
続 

 

一
、
軽
油
引
取
税
を
含
む
自
動
車
関
係
諸
税
の
軽
減 

 

一
、
準
中
型
免
許
の
早
期
確
実
な
実
施 

  

右
、
決
議
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日 

 

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会 


